
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１教区第２２番桜本寺 

住所：福島県福島市桜本字江添３２ 

 

寺院の被害 
・地震により本堂、庫裡が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・寺院所在地の放射能線量は、高いところと低いところと混在しているが、

行政の除染は進んでいない。 

・経済的問題や精神的肉体的疲労を抱えている。 

檀信徒の現状 

・放射能汚染の影響により、避難を強いられている方がいるが、居住先は

ほぼ把握できている。 

・数軒が離檀した。 

地域の現状 

・東京電力原子力発電所の事故以来、暗くつらい日常が続いており、風評

被害は相当なものである。 

・これから大人になってゆく子どもたちに人権差別が起こらないよう、宗

派に対策をお願いしたいと思う。 

復興の状況 

・寺院の復旧は難しいが可能だと思う。４割程度復旧が進んでおり、５年以

内の完了を目指している。 

・修復したのは一部でこれから本堂内部、庫裡内部の工事に取り掛かるが、

壁面の修理にはまだ多額の費用が掛かるので、年次計画を立てて行う予

定。 

（H25.9.7現在） 

 


